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中学校家庭科において、 実践的・体験的な 学習方法を取り 入れた「食事と 健康」の授業 

を構想し、 実践した。 授業で用いたワークシートや 課題レポートに、 生徒が記述した 感想、 

竿の内容を分析し、 学びの過程と 学習効果について 検討を行った。 

その結果、 「食事と健康」の 授業において (1) 学習導入時に 興味・関心を 高め、 学習課題 

に 対する気づきを 促し、 その後に続く 問題解決学習に 七体的に取り 組むことができた、 (2) 

自分自身の食生活の 課題をめっけ、 解決に向けてヰ 体的、 意欲的に取り 組むことができ、 

それによって 日常生活での 実践化が促された。 

1 . はじめに 

今日わが国では 、 生活習慣病 ( 肥満、 高脂血症、 動脈硬化、 糖尿病など ) の増加が深刻な 問題と 

なっており、 その兆候のみられる 子どもが増えていることも 指摘されている。 生活習慣病を 予防 す 

るには、 子どもの時から 食事・運動，休養の 規則正しい生活習慣を 身につけ、 また生涯を通して 自 

らの健康を管理する 能ノ J を身につけることがたいせ つ であ る。 そこで、 問題のあ る生活習慣の 改善 

を 目指すとともに、 子どもの心身の 健全な成長・ 発達を図るために、 学校における 食に関する指導 

の充実が強く 望まれている。 学校における 食に関する指導は、 児童・生徒が 望ましい 食習 ，慣を身に 

付けることができるよ う 、 家庭科や保健体育等の 教科、 総合的な学習の 時間、 学校給食や学級活動、 

学校行事等を 通して多面白りに 行われるものであ り、 また家庭・地域との 連携を図ることも 重要であ 

る 。 

家庭科では、 従来から、 小・中・高等学校の 発達段階に応じて、 食生活の自立、 食生活の管理、 

食習慣形成、 食文化の伝承と 創造などに関する 資質・能力の 育成をめざした 指導が行われている。 

したがって、 学校における 食の指導において 中心的な役割を 担 う 教科といえる。 しかし、 食物と 栄 

養 に関する学習の 問題点として、 栄養に関する 知識が定着しにくい、 調理実習などの 実践的・体験 

的学習が理論的学習と 分断され、 効果的に組み 込まれていない 等の間 題 が指摘されており - ㈲、 学習 



34 金子 佳代子・Ⅲ 申 絵里 香 ・西岡 正 ク l: 

内容・方法の 舟検討が必要と い える。 また、 身に付けた知識や 技能を生活の 中で活用する 一実践化 

を促す手立てについて 検討することも 重要な課題であ る。 

健康に対する 意識や行動の 変容を促すには、 知識に関する 学習だけではなく、 実践的・体験的な 

学習を取り入れることが 効果的であ る。 したがって、 家庭科の特徴であ る実践的・体験的な 学習を 

生かすことによって 、 望ましい食習慣を 身に付け、 生涯を通して 自らの健康を 管理する能力を 育成 

することが期待できる。 また、 家庭科では生活の 中から課題に 気づき、 その解決をめざす 問題解決 

学習を重視している り ことから、 自分白身の食生活と 健康に関する 課題に気づかせ、 その解決をめ 

ざして主体的に 学習をすすめる 授業展開も有効ではないかと 考えられる。 

そこで、 望ましい 食習 ，慣を身に付け、 食生活を自己管理する 能力の育成をめざして、 中学校家庭 

科 において、 実践的・体験的な 学習方法を取り 入れた「食事と 健康」の授業を 構想し、 実践した。 

授業で用いたワークシートや 課題レポートに、 生徒が記述した 感想等の内容を 分析し、 生徒の学び 

の 過程と学習効果について 検討を行った。 

2. 方法 

1) 「食事と健康」の 授業 

2002 年 1 月～ 2002 年 12 月に、 横浜国市大学附属横浜中学校において 技術・家庭科食物領域の 

学習「食生活を 考える」を実施した。 学習目標は、 1) 日常の食生活に 興味・関心を 持ち、 収集 

したさまざまな 情報を自分で 判断し、 活用できる 2) 食品の品質を 見分け、 適切に選択し、 安全 

な日常食の調理ができる 3) 小さな疑問から 問題や課題を 見出し、 課題解決に向けて 実践 し、 日 

常の生活に生かすと 設定した。 「食生活を考える」の 授業は、 1 年次 3 学期から 2 年次 2 学期ま 

で 27 時間配当とし、 学習テーマとして、 前半の「食事と 健康」の学習 W17 時間 ) と 後半の「 食 

生活を支える 食料資源、 人々、 環境」に関する 学習 (10 時間 ) で構成した。 

「食事と健康」の 授業 ( 表 1) では、 調理実習のほかに、 いく っ かの実践的・ 体験的な学習 

活動を組み入れた。 まず、 学習の導入として、 食は 。 、 栄養に関する 概念地図の作成， - 回を行い、 

その後、 骨密度 ( 音響的 骨 評価値 ) 測定Ⅲと食物摂取頻度調査，幻を 行った。 食物摂取頻度調査 

は 、 質問紙によって 日常的に摂取している 食事の栄養バランスを 評価するものであ る。 次に、 

「朝食がきめて」のビデオ 視聴をとおして 朝食をとることの 大切さを考えさせ、 春休みの課題 

として、 朝食づくりに 挑戦してレポートを 作成する「わたしのおすすめ 朝食づくり」を 課した。 

2 年生の 4 月に、 朝食づくりのふり 返りと相互評価を 行った後、 コンピュータを 使用して、 

自分の作成した 朝食の栄養バランスのチェックを 行った。 その後、 5 大栄養素と 6 つの食品群 

に関する学習を 行い、 骨 密度測定結果および 食物摂取頻度調査結果シートを 各自に返却して、 

生徒ひとりひとりが 自分の食生活をふり 返ることができるよ う にした。 さらに、 弁当づくりの 

調理実習を計画、 実施して 1 学期の授業を 終了した。 

夏休みには、 「自分の食生活の 現状、 課題とその解決」の 課題を課し、 9 月にこの課題レポー 

トの 発表を行った。 その後、 学習のまとめとして 概念地図を作成し、 各自が導入 廿寺 とまとめ 日寺 

の概念地図を 比較した。 最後に、 「食事と健康」の 学習をふり返り、 ①一番成長したと 思 、 ぅ こと、 

②一番、 変化したと思 う 気持ちや意識、 ③学習をしたことにより 行動を変えたかについて 自由 

に記述した。 
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表 1  「食事と健康」の 学習の流れおよび 分析したワークシート 等 
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10 
5 大栄養素と 6 つの食品群の 学習 (2) 
調べた栄養素について 班 ごとに発表し、 情報交換することによっ   

11 
の 食品群の摂取量のめやすを 知る。 
て 、 栄養素の特質や 働きを知る。 実際の食品と 秤を使用して 6 つ 

12 
「食物摂取頻度調査」の 結果を各自に 返却、 説明 

お弁当つくりの 計画   
[ 食物摂取頻度調査」の 結果を参考にして、 卵焼き、 肉と野菜を 

13 組み合わせた 料理を入れたお 弁当の献立を 作成する。 調理実習の 
班 ・役割分 抑 ，を決め、 実習の計画をたてる。 

調理実習Ⅰ 「卵焼きと 肉 料理を入れたお 弁当づくり」 
14  卵焼きは一人ずっ 調理し，、 他の料理は班で 協力して調理する。 

15 
食材や水や る 0 ェネ、 ルギーを無駄にしない ェコ クッキンバを 心がけ 

く み夏官 雰はぽ望 ㍊二分 紹若 、 篇番綜爆驚磁提 ㌍謹呈 毛穿ア冤睦 」する。 
夏休みの課題「自分の 食生活の現状と 課題と解決」 

16 班 ごとに発表し、 相互評価、 白目評価を行い、 自分の食生活に 生 
かす。 

食品、 栄養に関する 概念地図の作成 ( まとめ甘き ) 

17 概念地図を作成することにより、 栄養、 食品、 料理について 学習 
したことを確認、 し、 新たな学習課題に 気づく。 
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2) 調査・分析方法 

「食事と健康」の 授業を受けた 附属横浜中学校の 生徒 134 名 ( 授業開始時 1 年生 3 クラス ) が 、 

授業中に用いられたワークシート ( 以下「ワークシート」とする ) および課題として 提出され 

たレポート ( 以下「課題レポート」とする ) に記述した感想等に 記述した内容をカテゴリ 一に 

分類、 集計した。 本論文では、 食物と栄養に 関する学習への 興味・関心・ 意欲、 実際の生活で 

の実践に対する 意欲等に着目して、 以下のカテゴリ 一に分類した。 

1 : 食事と栄養、 食品について 興味・関心を 持っている 

I1 : 食事と栄養、 食品について 学習しょうとする 意欲があ る 

I1 : 食生活をよりよくしょうとする 意欲があ る 

mU 一 ①食事と栄養、 食品について 考えている 

Ⅲ 一 ②自分の食事の 栄養バランスについて 理解している 

Ⅲ -- ③自分の食生活において 食事と栄養に 関する課題を 発見している 

Ⅲ 一 ④自分の食生活において 食事と栄養に 関する課題を 発見し、 解決に向けて 行動を起こそ 

うとする意欲 ( 実践しょうとする 意欲 ) があ る 

1 、 11 、 Ⅲの分類については、 その内容に該当する 記述が「あ り」または「なし」として カ 

ウントしたため、 複数の分類に 重複してカウントされるケースもあ った。 m 一 ①とⅢ 一 ②に つ 

いては食事と 栄養について 漠然と考えているだけの 場合と自分の 食事の内容を 理解・評価でき 

ているかどうかを 区別し、 どちらか一方に 分類した。 同様に 、 Ⅲ 一 ①とⅢ 一 ⑤ ほ ついては課題 

を発見しそこから 行動を起こそうという 意欲があ るか否かを区別し、 どちらか一方に 分類した。 

学習導入時およびまとめ 時に作成した 概念地図については、 使用されたラベル 数、 リンク数、 

結合語の数を 集計し、 概念地図の階層性に 着目して 5 パターンに分類した。 集計・分類の 方法 

は 先行研究Ⅲ同に 準じた。 これによって、 食品と栄養素、 食品群、 料理に関する 概念の認知構 

造を知ることができる。 

また、 夏休みの課題レポート、 学習の最後に 行った自由記述の「ふり 返り」 ( 以下「ふり返り 

プリント」とする ) については、 その内容を分類整理した。 

3. 結果および考察 

(1) ワークシート、 課題レポートの 記述内容 

ワークシート、 課題レボートに 記述された感想、 を分析した結果を 表 2 にまとめた。 

1) 食品。 、 栄養に関する 概念地図 ( 導入時 ) のワークシート 

学問の導入時に 作成した「概俳地図 ( 導入時 ) 」の感想では、 55.4% の生徒に、 Ⅰ 「食事と 栄 

養 、 食品について 興味・関心を 持っている」に 該当する内容の 記述がみられた。 また、 11 「 食 

事と栄養、 食品について 学習しょうとする 意欲があ る」に該当する 内容の記述が 10.7% みられ 

た。 1 では例えば『それぞれの 栄養素にはどんな 働きがあ るのか 9 』、 11 では 旧 栄養のことは /h 、 

学校の時にも 勉強したけど、 まだまだわからないことが 多い』などの 記述がみられ、 多数の生 

徒が自分の学習課題に 気づくことができたと 考えられる。 このように、 食生活の学習の 導入時 

に 「概俳地図の 作成」を取り 入れたことは、 その後の学習に 七体的に取り 組むために効果的な 

動機づけになったと 考えられる。 
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表 2  プリント・レポートに 記述された感想の 分析結果 

プリント・レポート 
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生徒数 ( 火 ) 121 92 120 119 82 122 

Ⅰ 食事と栄養、 食品について 記述者数 ( 火 ) 67 0 69 13 0 26 

興味・関心を 持っている 割合 (%) 55.4  0. 0  56. 7  10.9  0. 0  21.3 

11 食事と栄養、 食品。 について 記述者数 ( 火 ) 13 0 23 11 0 9 

学習しょうとする 意欲があ る 割合 (%) 10. 7  0.0  19.2  9. 2  0.0  7. 4 

Ⅲ食生活をよりよくしょう と 

する意欲があ る 

①食事と栄養、 食品について 記述者数 ( 火 ) 3 38 7 2 0 4 

考えている 割合 (%) 2. 5  41. 3  5. 8  1. 7  0. 0  3. 3 

②自分の食事の 栄養バランスを 記述者数 ( 火 ) 5 0 112 118 0 0 

理解している 割合 (%) 4. 1  0. 0  93. 3  99. 2  0. 0  0. 0 

③自分の食生活において 食事と 記述者数 ( 火 ) 0 0 5 3 0 5 

栄養に関する 課題を発見している 割合 (%) 0. 0  0. 0  4. 2  2. 5  0. 0  4. 1 

①自分の食生活において 食事と 栄 記述者数 ( 火 ) 0 0 59  Ⅰ 09 0 1 

養 に関する課題を 発見し、 解決に 
向けて行動を 起こそうとする 意欲 割合 (%) 0. 0  0. 0  49. 2  91. 6  0. 0  0. 8 

( 実践しょうとする 意欲 ) があ る 

2) 春休みの課題「わたしのおすすめ 朝食づくり」の 課題レポート 

「わたしのおすすめ 朝食づくり」では、 春休みに自分で 実際に朝食を 作り、 その献立と作り 

方を含めて実践内容をレポートにまとめた。 この課題レポートに 記述された内容には、 1 「食 

事と栄養、 食品について 興味・関心を 持っている」に 該当するものはみられなかったが、 T 栄養 

バランスを考えて 作りました凹など、 Ⅲ 一 ①「食事と栄養、 食品について 考えている」に 該当 

する記述が 41.3% の生徒にみられ、 自分で作成した「朝食づくり」の 献立の栄養バランスに っ 

いて興味・関心を 持たせる効果があ ったと考えられる。 

3) コンピュータを 使用した「こんだて 診断」のワークシート 

コンピュータソフト「こんだて 診断」 ( 学習研究社 ) を使用して、 各々の生徒が「わたしのお 

すすめ朝食づくり」で 作成した献立の 栄養バランスを 調べた。 その結果、 56.7% の生徒が 1 「食 

事と栄養、 食品についての 興味・関心を 持つ」ことができた。 また、 T 鉄がとれて い なかった コ 

『思ったより 栄養バランスがよくなかった コ など、 93.3% の生徒が栄養の 過不足について 記述 
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しており、 Ⅲ 一 ②「自分の食事の 栄養バランスについて 理解する」ことに 有効であ ったと考え 

られる。 さらに、 自分の想像していた 栄養バランスとの 違いに気づき、 意外であ ったと記述し 

ていた生徒が 少なからずみられた。 これは、 前述したよ う に、 自分下作成した 献立の栄養バラ 

ンスに興味・ 関心を持っていたことにより、 予想していた 結果との違いが 強く印象に残ったも 

のと考えられる。 

Ⅲ 一 ④「課題を発見し 解決に向けて 行動を起こそうとする 意欲があ る」に該当する 記述のみ 

られた生徒は 49.2% と半数近くにのぼった。 感想には、 『自分の作った 料理にどのくらいの 栄養が入 

っているのか 見れてよかった。 結構楽しかった コ などと学習に 対して肯定的なものが 多かった。 

4) 食物摂取頻度調査結果のワークシート 

1 年次に、 食物摂取頻度調査票を 用いて日常の 食生活の栄養バランスを 調査した結果を 返却 

し 、 自分の食生活のふり 返りを行った。 「こんだて診断」では 1 回の食事の栄養バランスを 調べ 

たのに対して、 この学習ではさらに 自分自身の日常の 食生活の栄養バランスについて 知ること 

ができる。 ワークシートでは、 99.2% の生徒がⅢ 一 ②「自分の食事の 栄養バランスについて 理 

解する」ことができた。 「こんだて診断」と 同様に、 食物摂取頻度調査では 栄養所要量に 対する 

充足率が数値とバラフでビジュアルに 示されることから、 自分の食事の 栄養バランスを 理解す 

るのにたいへん 有効な教材になると 考えられた。 

また、 91.6% の生徒が山一④「課題を 発見し、 解決に向けて 行動を起こそうとする 意欲があ 

る」に該当する 内容を記述しており、 課題解決への 意欲を高めることがわかった。 「こんだて 診 

断 」の学習後に、 5 大栄養素と 6 つの食品群について 学習したことによって、 自分の栄養バラ 

ンスを理解した 上で、 どのように改善していくのかを 具体的に考えられるようになったことに 

よる思われる。 課題の発 見 と実践への意欲が 喚起されたことは、 日常生活での 実践化を促すき 

っかけになると 考えられる。 

5) 調理実習のワークシート 

調理実習では、 卵焼き、 肉と野菜を使った 料理を入れたお 弁当づくりを 行なった。 感想文の 

記述内容は、 実習に対する 感想や反省がほとんどであ り、 「食事と健康」のことではなく 調理 技 

術は ついての課題と 実践意欲が多く 記されていた。 『楽しかった コ 『おいしかった 団 という感想、 

と 、 『時間がなくなってしまった コ などの反省とを 両方記述している 生徒が多く 、 楽しく意欲的 

に 取り組むことができたが、 初めての調理実習ということもあ って要領が得られなかった 反省、 

そして次回の 調理実習に対する 意欲が多くみられた。 

6) 食品、 栄養に関する 概念地図の作成 ( まとめ 時 ) のワークシート 

「食事と健康」の 学習のまとめとして、 Ⅱ 度 、 食品、 栄養に関する 概念地図の作成を 行った。 

概念地図を作成することによって、 Ⅱよくふり返りができた。 作っている う ちに栄養素を 思い出 

すことができたし、 それを使った 料理も考えることができた コ T 前に作った時と 違って少し作り 

やすかった。 今まで学習してきた 成果がでたのだと 思 5 コなど、 学習した内容のふり 返りや確 

認、 学習成果を実感することができた。 このように、 21.3% の生徒が栄養、 食品について 新た 

な 興味・関心を 持ち、 さらに学習を 深めたいという 意欲を持ったことがわかった。 

(2) 食品、 栄養に関する 知識の認知構造の 変化 ( 学習導入時とまとめ 時に作成した 概念地図の比較 ) 

学習導入時およびまとめ 時の概念地図を 分析した結果を 表 3 に示した。 追加ラベル数、 リンク 

数 、 結合後数はまとめ 時の方が有意に 増加し、 より多くの概念が 構造化されて 認識されるよ う に 
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なったことがわかる。 また、 概念地図の階層性による 分類の結果 ( 表 4) から、 学習導入時には 

A パターン 19 名、 B パターン 34 名、 C パターン 36 名、 D パターン 23 名、 E パターン 1 名だったも 

のが、 まとめ時には A パターン 62 名、 B パターン 30 名、 C パターン 20 名、 D パターン 1 名、 E パ 

ターン 0 名となった。 これは、 小・中学生を 対象として同様の 調査を行った 先行研究で得られた 

結果出血と同様であ り、 毎日の食事で 食べている料理と 食材であ る食品の関係、 食品に含まれる 

栄養素、 栄養的な特徴によって 食品を分類した「 6 つの食品群」に 関する知識が、 学習後には、 

より構造化されて 理解されるようになったものと 解釈できる。 

したがって、 「食事と健康」の 学習によって、 これまで定着し 難いとされていた 食品と栄養に 関 

する基礎的な 知識が統合的に 理解され、 実際の生活で 実践化するための 知が形成されたのではな 

い かと考えられる。 また、 上述したよ う に、 学習した内容のふり 返りや確認、 をすることができ、 

生徒自身が学習成果を 実感できた事によって、 さらに新たな 興味・関心が 湧き、 もっと学問したいと 

い う 意欲をもたせることになった。 このように、 学習を繰り返しながら 知識やスキルが 向上し、 望ま 

しい余習，潰の 形成や食生活を 自己管理する 能力を身につけることができていくものと 思われる。 

表 3  概念地図 ( 学習導入時およびまとめ 時 ) のうベル、 リンク、 結合語の変化 

指定ラベルの 

使用数 
追加ラベル数 リンク数 結合語数 

導入 まと 導入 まと 導入 まと 導入 き と 

旦寺 め時 打手 声 め時 凡手 戸 め時 打豆 戸 め時 

全体 平均 8.9 9. 0 2. 6  **  7. 5 12. 5  **  18. 0 9. 6  本 *  14. 5 

S  D  0. 3 O. 2 3, 1 5. 3 4. 3 6. 5 5. 2 7. 7 

男子 平均 9.0 8. 9 2. 6  * 求 8. 0 12. 6  **  18. 7 8. 9  水 *  14. 2 

S  D  O. 3 0 ． 3 3.   1 5. 8 4. 5 7. 4 5. 5 8. 7 

女子 平均 8.9 9. 0 2. 6  **  7. 0 12. 4  木木 17. 3 10. 4  * 木 Ⅰ 4. 9 

S  D  0. 4 0 ． 0 3. 1 4. 6 4. 2 5. 3 4. 9 6. 5 

Wilcoxon の 符 サ付き順位検定により 検定 ** : p く 0.01 

表 4  学習導入時とまとめ 時の概念地図の 階層位の変化 

( 火 ) 

学習まとめ 時 

A@ B@ C@ D@ E 合計 l 。 

A 14 3 0 2 0 19 

学習 19 12 0 3 0 34 

導 c 20 7 9 0 0 36 

八時 D 
9 8 5  1  0 23 

E 0 0 1  0  0 1 合計 62  30  20 1 0 113 

リンクで結ばれたラベルの 階層性について、 A ～ E の 5 段階に分類した。 

A : 階層性がみられる。 栄養素、 食品群、 食品、 料理のうベルが 階層性 

をもって配列され、 内容もほぼ止しい。 
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B : 階層は 1 つにまとまっているが、 食品群の理解に 混乱がみられる。 

C : 準 階層性がみられる。 階層のあ る配列が 2 ～ 3 のブロックになり、 

1 つにまとまった 構成にはなっていない。 

D : 一部階層性がみられるが、 他の部分は連想で 言葉をつないでおり、 

適切でないリンクや 結合 語 がみられる。 

E : 階層性はみられず、 連想で言葉を 結んでいろ。 

(3) 夏休みの課題レポート 

夏休みの課題レポートを 提出した生徒は、 男子 55 名、 女子 51 名、 合計 106 名であ った。 課題レポ 

ートに取り上げた 内容をみると ( 表 5L 、 食生活の課題解決として、 食事の栄養バランスを 良くす 

る、 夏バテを防ぐ 食生活など食事と 栄養、 健康に関するものが 88.7% であ った。 学習したことが 

らを日常生活の 中で実践した 生徒が多くみられ、 食事の栄養バランス 改善 (71.7%) のほか、 摂 

取 したい栄養素を 含む食品を使った 料理、 栄養バランスのとれた 料理、 簡単にできる 料理、 夏 バ 

テ 防止のための 料理など調理を 実践した生徒 (48.1%) がみられた。 また、 栄養に着目した 食品 

( プルーン、 玄米、 ヨーグルト、 スポーツドリンクなど ) や料理、 夏バテを防ぐ 料理などについ 

て 調べた生徒が 45.3% であ り、 その情報源はテレビ、 雑誌、 インターネットなどであ った。 

表 5 「夏休みの課題」の 内容 

提出者総 
数に対す 

男 女 ム計 る害 Ⅱ 合 

食品、 栄養、 料理について 6 2 8 7.5% 

食生活の課題解決 食事と栄養、 健康について 47 47 94 88.7% 

食事の時間など 食生活について 7 3 10 9.4% 

献立作成 2 4 6 5.7% 

栄養バランス 改善 38 38 76 71.7% 

日常生活での 実践 
食生活改善 13 8 2 Ⅰ 19.8% 

生活改善 7 2 9 8.5% 

調理 23 28 51 48. 1% 

その他 1 1 2 1.9% 

調べた内容 栄養、 食品、 料理について 25 23 48 45.  3% 

生活と健康について 3 5 8 7.5% 

(4) 学習後のふり 返りプリントの 記述内容 

「食事と健康」の 学習後に 、 ①一番成長したと 思 う こと、 ②一番、 変化したと思 う 気持ちや 意 

識、 ③学習をしたことにより 行動を変えたか、 ほ ついて自由に 記述してもらった。 記述された内 

容を表 6 一 1 ～ 6 一 3 はきとめた。 

①一番成長したと 思うこと ( 表 6 一 1) では、 「食品、 栄養について」「食事と 健康について」 

わかるようになった 、 考えられるようになったという 記述が多くみられた。 また、 調理ができる 

よ う になったという 記述もみられた。 これまで、 栄養に関する 学習は生徒の 関心が低く、 学習し 
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たことが定着しにくいとされてきたが、 本研究が対象とした 授業では、 ほとんどの生徒が 関心を 

もって学問し、 その学習成果をそれぞれに 実感することができたと 思われた。 ・ 

表 6 一 1 ふり返りプリント ①「 - 番、 成長したと思 う こと」の自由記述内容 

食品、 栄養について 

  魚 、 野菜等の料理の 材料を、 食品群のだいたいはいえるよ う になった。 

  栄養素や食品などの 知識が増え、 コンピュータも 使いこなせるよ う になった。 

  ど うゆ 3 食べ物にど う ゆ う 栄養があ るか、 とか めぅ ことがわかった。 

  食品群や栄養素、 栄養素の働きがわかった。 

  栄養に関して 自分から気になるよ う になった。 

  栄養や量など、 考えられる よう になった。 

食事と健康について 

・ 栄養について 理解し、 食生活で知識を 利用できるようになった。 

  自分で自分の 食生活をふりかえれるよ う になった。 

  健康について 分かる よう になりました。 あ と、 今まではぜんぜん 栄養素について 知らなか 

ったけど、 今は、 少し分かるようになりました。 

  食事をするときに、 自分の食べているものが、 どんな栄養をもっているのか、 わかるよう 

になった。 

  栄養素についてはあ る程度は知っているつもりだったが、 学問をしてみるとなかなか 新し 

い 花兄があ ったような気がする。 なので、 栄養バランスを 考えたメニュー ( の改善 ) を 考 

えるようになった。 

  まったく、 知らなかった ( 気にしていなかった ) 自分の健康状態を 理解して、 その欠点に 

向けての解決方法を 考えるよ う になったこと。 
調理について 調理道具の使い 方が良くわかった。 いろいろな料理をつく る と ができるよ う になった。 

  卵 やき、 お弁当を作れるよ う になった。 

  卵焼きの作り 方が上手くなった。         

②一番、 変化したと思 う 気持ちや意識 ( 表 6 一 2) では、 『ふだんの食事のときも 栄養のことと 

か 考えるようになった』など、 多くの生徒が 学習したことを 家庭科の学習の 中だけに留まらせず、 

日常生活の中でも 意識している 様子が伺えた。 また、 T 自分でもっと 調理したくなった』など、 学 

習を通して経験したことをもとに、 さらにやってみたいという 意欲を持った 生徒もみられた。 ま 

た、 食事と健康の 内容に留まらず、 「生ごみを最小限にする」「食べ 物へのあ りがたみ」など、 こ 

の後に展開していく 「食生活を支える 食料資源、 人々、 環境に注目した」学習で 取り扱う内容に 

関する記述もみられ、 「食事と健康」から、 さらに食生活の 認識が広がって。 ることがわかった。 



42 金子 佳代子，Ⅲ 中 絵里 香 ，西岡 正札 

表 6 一 2  ふり返りプリント ②「一番、 変化したと思 う 気持ちや意識」の 自由記述内容 

食事と健康について 
・ ふだんの食事のときも、 栄養のこととか 考えるよ う になった。 

  か たよった食事をとらないよう 意識した。 

  栄養バランスを 気にするようになった。 

  食事の味より、 中の栄養の方を 重視するようになった。 

・ 自分の食生活と 健康について 考えるようになった。 

食事と健康の 以外の食生活に 関する内容について 
・ 食生活について、 内容や時間など 考えるようになった。 

  朝食を早く食べるよさに 意識した。 

  自分でもっと 料理をしたくなった。 

  調理をするときに 衛生面に気づか ぅ よ う になった。 

  食品の安全に 気を配るよ う になった。 

  栄養や産地を 考えて食べたり、 買う よ う になった。 

  生ごみを最小限に 抑えるよ う になった。 

  食べ物を大切にしょうと 思 フ 。 

  食べ物への一つ 一つへのあ りがたみや、 栄養の大切さを 意識するようになった。 

  やっぱり食物があ って人間は生きていられるんだな 一と思 、 ぅ よ う になった。 

③学習をしたことにより 行動が変わったか ( 表 6 一 3) については、 T 朝食を食べるよ う になっ 

た コ ニ片付けや、 お弁当箱 を洗 う よ う になりました コ といった食事と 健康のことのみではなく、 食 

生活のさまざまな 側面について 行動の変容が 記述されていた。 「食事と健康」の 学習を通して、 食 

事づくりの大変さを 実感し、 食事を作ってくれる 人への感謝の 気持ちが醸成されたものと 思われ 

る 。 『食事のことについて、 母にいろいろ 言うようになった コ という記述からは、 中学生の段階で 

は一般にまだ 家族に依存して 生活しているので、 自分で食事全体をコントロールするのは 難しい 

が 、 「食事と健康」の 学習で身につけた 知識と技術を 生かして中学生としてできることは 何かを考 

え、 日常生活で実践しょうとしている 意欲がうかがえる。 

表 6 一 3  ふり返りプリント ③「学習をしたことにより 行動が変わったか」の 自由記述内容 

食事と健康について 
・ 栄養バランスを 考えて食べるようになった。 

  不足気味の物を 摂取しょうと 心がけるよ う になった。 

  できるだけ健康的な 生活になるよ う に心がけた。 
  しっかり朝食をとるよ う になった。 

  牛乳をよく飲むようになった。 

  夜遅くは、 軽い食べ物をたべるよ う にした。 

  ジュースよりもお 茶を飲むようになった。 

・ 間食を減らすようになった。 

食事と健康の 以外の食 生 清に関する内容について 

  片づけや、 お弁当箱 を洗 う ようになりました。 

  家の中の手伝いをしょうと 思 う よさになった。 

  料理を作る時に 手伝ったり自分下作ることが 多くなった。 

  ときどき料理するようになった。 

  進んで母と負い 物に行くよ う になった。 

  食事のことについてで、 母にいろいろ 言 う よ う になった ( 健康面で ) 。 

  食品の裏 とか横に書いてあ るラベルを 見 るよ う になった。 
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4. まとめ 

家庭科の「食事と 健康」の学習 (17 時間 ) において、 中学生 134 名が記述したワークシートや 課題 

レポート等の 感想の分析、 学習双後に作成した「食品、 栄養に関する 概念地図」の 分析から、 学び 

の過程と学習効果を 検討したところ 以下の結果を 得た。 また、 これらの結果をまとめると 図 1 のよ 

うに学習が展開されたと 考えられる。 

Ⅰ ) 学習の導入時に「食品、 栄養に関する 概念地図の作成」を 行うことによって、 食事と栄養、 

食品に関する 知識がどのくらいあ るか、 何がわからないかを 振り返る事ができた。 それによっ 

てこれから学習することがらに 興味・関心を 持っただけでなく、 自分の学習課題に 気づき、 「 食 

事と健康」の 学習を七体的に 取り組むための 強い動機づけになった。 

2) 5 大栄養素と 6 つの食品群の 学習にコンピュータソフト「こんだて 診断」および「食物摂取 

頻度調査」を 行ったことは、 自分の食事の 栄養バランスを 理解させることに 効果 白 りであ った。 

春休みの「朝食づくり」の 課題レポートで 各自が作成した 朝食献立の栄養バランスを「こんだ 

て 診断」で評価するといったように、 各々の学習をつなげるように 授業を展開したことも、 自 

分の食事の栄養バランスに 対する理解や 気づきを促したといえる。 

また、 「こんだて診断」や「食物摂取頻度調査」の 結果から自分白身の 食生活の課題を 発見し、 

お弁当づくりの 調理実習や夏休みの 課題レポート「自分の 食生活の現状、 課題とその解決」に 

意欲的に取り 組むことを促し、 課題の解決に 向けて日常生活の 中で実践していこ う とする意欲 

を 喚起することができた。 

3) 学習のまとめ 時に再度「食品栄養に 関する概念地図」を 作成することによって、 学習のふ 

り 返りや学習内容の 確認、 学習成果を実感できることがわかった。 また、 栄養、 食品について 

さらに新たな 興味・関心を 持つ生徒もみられ、 その後さらに 学習をらせん 的に継続させる 動機 

付けとなった。 

4) 学習後の「ふり 返りプリント」に 自由記述された 内容からは、 「食事と健康」で 学習した基礎 

的な知識・技術をもとに、 自分自身の食生活についてさらに 広い視野で考えようとする 意識の 

広がりや、 中学生としてできることは 何かを考え、 日常生活で実践しょうとする 意欲が伺えた。 

5) 学習導入時およびまとめ 時の概念地図を 分析した結果から、 毎日の食事で 食べている料理と 

食材であ る食品の関係、 食品に含まれる 栄養素、 栄養的な特徴によって 食品を分類した「 6 つ 

の食品群」に 関する知識が 構造化されて 認識されるよ う になったことがわかった。 

6) 以上の結果より、 中学校家庭科において 実践的・体験的な 学習活動を取り 入れた「食事と 健 

康」の学習は、 学習に対する 生徒の興味・ 関心を高めてギ 体的な学習を 促し、 栄養・食品・ 調 

理 に関する基礎的な 知識の理解と 技術の習得に 有効であ ったばかりでなく、 望ましい食習慣や 

食生活の自己管理能力を 身につけ、 環境や食文化にも 配慮した食生活を 創造する力を 養う素地 

な っくることができたと 考えられる。 
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